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　平井商店商店は、大津駅前の丸屋町商店街のアーケード内にある、1658年（万治元年）創業の酒蔵であ
る。創業当時は琵琶湖の湖上交通の要衝、そして物流の中継地として栄えた場所であり、大津酒という
言葉があるほど酒造りも盛んな地であったといい、元禄初めには77件の蔵があったと伝わるが現在は平
井商店を残すのみである。盛衰を繰り返しながら、現在の当主平井八兵衛さんは17代目、代々八兵衛の
名を襲名してこられた。県内でも先駆けとなる蔵元杜氏で、数年前から娘さんが修行され、ご養子とし
てそのご主人も酒造りに参画され活気のある酒蔵となった。
　写真は商店街に面した、正面玄関と店舗のある明治期の築と伝わる木造蔵である。表は古い商家のよ
うな店構えであるが、大正時代に前面道路の拡幅の際、道路から約２m程度、店舗部分のみ増改築を行
い現在のような形になったという。当時日清、日露戦争による特需のためか、太く豪華な部材が使われ
ており重厚な雰囲気を醸して出している。店舗内の暖簾をくぐるとすぐ奥から仕込蔵になっており、蔵
人の会所部屋、蒸し場、レンガ造の煙突、洗い場、井戸などがある。
　平井商店の醸す浅茅生（あさぢを）という名の由来は後水尾天皇の皇子・聖護院宮道寛親王から賜った
和歌から命名されたもの。ひと冬、ひと冬を大切に、手のぬくもりが伝わるような昔ながらの手造りに
こだわり、個性ある酒を造ることが信条。昔ながらの酒槽を用い、全量酒袋で搾られる酒は家族で醸す
愛情と旨味が凝縮されている。� （前谷吉伸）

有限会社平井商店　店舗兼木造蔵
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	 有限会社平井商店(大津市中央)

2017/7  vol.258

平成29年７月１日発行　通巻258号



2

　平成29年度通常総会懇親会において、情報広報委員会27・28年度事業の一環として、『滋賀の酒蔵』コーナーを
設けさせて頂きました。
　月刊「家」は、この７月号でNo.258を数えます。その表紙には、滋賀の建築・文化を様 な々切り口でご紹介してきま
した。昨年（2016年）からは、「滋賀の酒蔵・伝統と文化を訪ねて」という新シリーズをスタートさせました。時代を超
えて受け継がれるもの、時代を経ても遜色ない存在とその価値、いいものはいい、旨いものは旨い、というそのロジックは、
私たちが携わる建築の世界においても然りです。
　そんな思いの中、“取材協力頂いた酒蔵を写真と銘酒でご紹介する”“ 誌面を飛び出して、情報広報委員会の取
組を知って頂く”ことを目的として、企画いたしました。
　乾杯では、ご出席の皆さんに「蔵元　藤居本家」の旭日　純米大吟醸　欅を味わって頂きました。松瀬酒造、冨

田酒造、浪乃音酒造、笑四季
酒造、喜多酒造、増本藤兵衛
酒造場、北島酒造、竹内酒造、
と、滋賀を代表する９つの蔵元
の其々の代表銘酒は、風格のあ
る確かな味わいの中で豊かな個
性が見えかくれし、大いに堪能
いたしました。
　銘酒が、ご出席の皆さんのお
口と心を緩めてくれたようで、懇
親を深める良い企画となったので
はないかと思います。

情報広報委員会 盛況！　「滋賀の酒蔵」コーナー

滋賀の酒蔵コーナー

平成29年度　通常総会報告
　５月27日㈯、びわ湖大津プリンスホテルにおいて、公益社団法人滋賀県建築士会通常総会が開催されました。会長
挨拶では、公益法人化した平成24年度からの事業活動として「建築物の耐震判定評価業務」・「地域に眠る価値あ
る文化資産を発掘、活用し地域社会に貢献するヘリテージマネージャーの育成講座の実施」・「滋賀県空き家管理等
基盤強化推進協議会への事業支援」・「現場の施工監理技術者のための講習会の実施」・「既存住宅状況調査技術
者講習の開催（インスペクターの養成）」等公益性の高い事業を引き続き展開していく考えを表明しました。記念品贈呈・
感謝状贈呈・会員表彰、来賓祝辞に続き、提出された全ての議案が原案通り承認され無事総会を終了することができ
ました。

総務企画委員会

通常総会　山本会長のご挨拶
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　昨年に引き続き、「平成29年度　滋賀県ヘリテージマネージャー育成講座」を開講します。ヘリテージマネージャー
育成講座とは歴史的建造物を保存活用するための「歴史的建造物保存活用推進員」を育成するための建築専門家
を対象とした講座です。県内に残る歴史的建造物の保存やその活用に建築士として活躍して頂きたく、滋賀県建築士
会と滋賀県が文化庁の補助を受けて開催する講座です。
　歴史的建造物保存修理の専門分野でご活躍の講師陣、著名な歴史的建造物の保存修理を担当された設計者を招
聘し講座を行います。また県内の文化財建造物での現地演習など、この講座でなければ習得できない専門分野の講
座です、修了者には認定証が授与されます。
　同封の募集案内書の内容をご確認の上、お申し込みくださいますようご案内申し上げます。

第60回　建築士会全国大会　京都大会　のご案内
『山とまちと木造建築』

　『山とまちと木造建築』をテーマに第60回建築士会全国大会が京都で開催
されます。
●開催日時：平成29年12月８日㈮：全国大会
　　　　　　平成29年12月９日㈯：地域交流見学会
●開催場所：京都市勧業館「みやこめっせ」
　　　　　　（京都市左京区岡崎成勝寺町９-１）
●募集人員：�100名（本会会員の方は、大会登録料を先着100名まで本会負担とさせ

て頂きます。）

●申込方法：�連合会機関紙「建築士」６月号31頁参加申込書に必要事項を
記入の上、滋賀県建築士会まで送付ください。

（公社）滋賀県建築士会　ＦＡＸ：０７７－５２３－１６０２
　　　　　　　　　　　　E-mail：shiga-sa＠mx.bw.dream.jp

総務企画委員会

　「新規講習」「移行講習」それぞれ第一回講習が開催されました。本年度の講習は各々あと２回の開催となります。
各講習各回40名の定員に達し次第締め切りとなりますので。お早目にお申込みください。
　詳細につきましては、「公益社団法人　日本建築会連合会」のホームページ　http://www.kentikushikai.or.jpか、
月刊「家」6月号をご覧ください。
■お問い合わせは以下まで
　公益社団法人日本建築士会連合会　既存住宅状況調査技術者講習会本部　　TEL：03-3456-2061
　公益社団法人滋賀県建築士会　事務局　　TEL：077-522-1615

総務企画委員会 既存住宅状況調査技術者講習会のご案内

平成29年度 滋賀県ヘリテージマネージャー育成講座開講のご案内ヘリテージマネージャー支援員会

申込受付中

専門科目講習 記念講演 現地演習
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談

滋
賀
県
空
き
家
管
理
等
基
盤
強
化
推
進
協
議
会

木
村
　
　
敏

山
本
　
勝
義

ま
ち
づ
く
り
活
動
部
会

連
合
会
の
専
門
分
野
別
の
ま
ち
づ
く
り
部
会
活
動
を
軸
に
、

士
会
に
お
け
る
専
門
分
野
別
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
定
着
と
発
展
を
図
る

・
防
災
ま
ち
づ
く
り
部
会（
本
田
真
司
）　
　
・
街
中
(空
き
家
)ま
ち
づ
く
り
部
会（
矢
場
義
章
）

・
歴
史
ま
ち
づ
く
り
部
会（
杉
江
文
雄
）　
　
・
福
祉
ま
ち
づ
く
り
部
会（
市
川
真
理
)

・
景
観
ま
ち
づ
く
り
部
会（
河
島
美
智
子
）

矢
場
　
義
章

山
本
　
勝
義

建
築
士
試
験
運
営

チ
ー
ム

一
級
、
二
級
、
木
造
建
築
士
の
試
験
関
連
事
業

・
建
築
士
受
験（
受
付
）の
運
営

・
建
築
士
試
験（
学
科・
製
図
）の
実
施

福
谷
　
　
晃

伊
藤
　
光
男

地
域
貢
献
活
動

セ
ン
タ
ー
委
員
会

滋
賀
県
建
築
士
会
会
員
が
参
画
す
る
県
内
の
地
域
貢
献
活
動
を
支
援
し
、
建
築
士
と
共

に
８
つ
の
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
活
動
を
し
て
い
る
、
ま
た
は
し
よ
う
と
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
に
、
活
動
費
の
助
成
や
技
術
・
情
報
な
ど
の
支
援
を
行
う
。

・
募
集
及
び
審
査

・
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

・
運
営
の
検
討（
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
の
調
査
）

横
江
善
嗣
次
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平
成
29
・
30
年
度
  委
員
会
構
成
委
員
一
覧

（
20
17
.0
6.
15
）

総
務

企
画

委
員

会
情

報
広

報
委

員
会

ま
ち

づ
く

り
委

員
会

渉
外

事
業

委
員

会
継

続
能

力
開

発
委

員
会

地
区

委
員

会
青

年
委

員
会

女
性

委
員

会
会

員
増

強
特

別
委

員
会

耐
震

判
定

支
援

委
員

会
ヘリ

テー
ジマ

ネー
ジャ

ー
支

援
委

員
会

空
き

家
管

理
等

支
援

委
員

会
ま

ち
づ

く
り

活
動

部
会

地
域

貢
献

活
動

セ
ン

タ
ー

委
員

会
担
当
役
員

担
当
役
員

担
当
役
員

担
当
役
員

担
当
役
員

担
当
役
員
会
長

担
当
役
員

担
当
役
員

担
当
役
員
会
長

担
当
役
員

担
当
役
員

担
当
役
員

担
当
役
員

担
当
役
員

彦
根
福
谷
　
晃
高
島
山
本
良
信
湖
南
杉
江
文
雄
大
津
田
村
　
衛
大
津
松
田
才
宗
大
津
山
本
勝
義
湖
東
矢
場
義
章
大
津
千
葉
　
薫
大
津
山
本
勝
義
高
島
山
本
良
信
湖
南
杉
江
文
雄
大
津
松
田
才
宗
大
津

山
本
勝
義

湖
北
伊
藤
光
男

委
  員
  長

委
  員
  長

委
  員
  長

委
  員
  長

委
  員
  長

副
 会
 長

委
  員
  長

委
  員
  長

委
  員
  長

委
  員
  長

委
  員
  長

委
  員
  長

委
  員
  長

委
  員
  長

１
湖
東
木
下
幸
玉
大
津

千
葉
 薫

大
津
吉
居
龍
治
湖
北
古
川
政
博
湖
東
川
嶋
和
之
湖
北
伊
藤
光
男
湖
北
本
田
真
司
高
島
市
川
真
理
湖
北
伊
藤
光
男
湖
南
土
野
池
正
義
甲
賀
竹
田
久
志
大
津
木
村
　
敏
湖
東

矢
場
義
章

（
街
中
）

大
津
横
江
善
嗣
次

副
委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長

大
津
松
田
才
宗

副
委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

副
委
員
長

２
大
津
森
川
和
彦
湖
東
松
宮
　
貢
湖
南
西
村
　
学
湖
北
赤
尾
栄
司
甲
賀
片
淵
　
良

彦
根
福
原
裕
人
湖
東
河
島
美
智
子
大
津
松
田
才
宗
大
津
横
江
善
嗣
次
湖
南
横
江
良
之
湖
西
坂
田
徳
一
女
性

市
川
真
理

（
福
祉
）

大
津
吉
居
龍
治

彦
根
福
谷
　
晃

３
湖
西
坂
田
徳
一
湖
南
鎌
江
良
英
甲
賀
片
淵
　
良
湖
西
松
井
公
明
彦
根
松
井
俊
郎

湖
東
川
村
晃
久
湖
東
小
川
　
慈
彦
根
福
谷
　
晃
大
津
前
畑
和
生
甲
賀
片
淵
　
良
高
島
市
川
　
寛
青
年

本
田
真
司

（
防
災
）

湖
北
大
村
悟
子

湖
南
杉
江
文
雄

４
彦
根
松
井
俊
郎
女
性

小
川
  慈

湖
東
福
坂
秀
次
大
津
前
畑
和
生
湖
東
福
坂
秀
次

大
津
柿
本
　
淳
湖
南
村
上
由
美
湖
南
杉
江
文
雄

大
津
平
井
利
佐
甲
賀
根
縫
徹
也
湖
南

杉
江
文
雄

（
歴
史
）

彦
根
 
小
椋
大
輔

大
津
田
村
　
衛

５
彦
根
樋
栄
良
次

高
島
中
村
民
雄

大
津
田
村
　
衛

湖
東
河
島
美
智
子

(景
観
）

委
   
   
員

委
   
   
員

委
   
   
員

委
   
   
員

委
   
   
員

専
務
理
事

常
任
委
員

常
任
委
員

専
務
理
事

委
   
   
員

委
   
   
員

委
   
   
員

委
   
   
員

委
   
   
員

６
湖
南

西
村
  学

大
津
木
村
　
敏
大
津
奥
村
善
一
大
津
竹
元
知
良
大
津
久
木
野
利
一
湖
東
矢
場
義
章
甲
賀
岡
村
浩
樹
大
津
平
井
利
佐
湖
東
矢
場
義
章
大
津
井
上
廣
之
大
津
柴
山
直
子
大
津
川
端
　
眞

湖
南
西
村
　
学

湖
南
山
﨑
龍
太
湖
東
土
本
和
子

７
甲
賀
中
本
美
栄
子
大
津
吉
居
龍
治
大
津
川
端
　
眞
大
津
柿
本
　
淳
湖
南
村
上
由
美

常
務
理
事

委
   
   
員

委
   
   
員

常
務
理
事

大
津
川
端
　
眞
大
津
前
畑
和
生

甲
賀
中
本
美
栄
子

高
島
山
本
良
信
大
津
梅
田
稔
之

高
島
山
本
良
信

８
湖
東
松
宮
　
貢
甲
賀
竹
田
久
志
大
津
横
江
善
嗣
次
甲
賀
服
部
登
喜
枝
湖
南
前
田
祐
一

大
津
西
河
知
子
大
津
橋
本
あ
き
子

湖
南
野
邑
辰
治
湖
南
野
邑
辰
治

湖
北
近
藤
加
奈
子

湖
東
木
下
幸
玉
大
津
阪
口
　
純
大
津
杉
村
麻
里
子
湖
東
木
下
幸
玉

９
湖
北
大
村
悟
子
甲
賀
中
本
美
栄
子
大
津
西
河
知
子
湖
南
内
堀
正
幸
彦
根
小
椋
大
輔

大
津
清
水
章
智
湖
南
中
野
　
恵

湖
東
尾
崎
孝
祐
湖
東
河
島
美
智
子

湖
北
木
下
大
介

大
津
千
葉
　
薫
湖
南
村
上
　
実
甲
賀
峰
　
洋
美
大
津
千
葉
　
薫

10
高
島
市
川
　
寛
甲
賀
岡
村
浩
樹
湖
南
村
上
　
実
湖
南
鎌
江
良
英
彦
根
丸
山
忠
隆

湖
南
北
村
尚
介
甲
賀
服
部
登
貴
枝

湖
東
川
村
晃
久
彦
根
樋
栄
良
次

高
島
松
本
直
久

地
区
委
員
長

湖
南
中
嶋
裕
典
湖
北
伊
藤
美
喜

委
   
   
員

11
青
年
川
嶋
和
之
湖
東
川
嶋
和
之
甲
賀
峰
　
洋
美
湖
東
久
保
田
正
利
湖
北
間
塚
徳
彦
大
津
森
川
和
彦
湖
南
梅
村
昌
史
湖
北
近
藤
加
奈
子

湖
東
小
川
　
慈

湖
北
赤
尾
栄
司

湖
西
松
井
公
明

甲
賀
小
林
峰
樹
高
島
安
本
知
子

12
女
性
小
川
　
慈
湖
北
本
田
真
司
湖
東
東
森
竜
二
湖
東
池
田
秀
夫
高
島
安
本
知
子
湖
南

西
村
  学

甲
賀
竹
田
和
渡

湖
北
木
下
大
介
高
島
中
村
民
雄

湖
東
東
森
竜
二

湖
東
覚
張
良
太

13
青
年
山
﨑
龍
太
高
島
市
川
真
理
湖
東
松
宮
　
貢
彦
根
松
井
俊
郎
高
島
大
塚
康
将
甲
賀
中
本
美
栄
子
湖
東
中
川
祐
樹

高
島
河
内
浩
喜
湖
西
杉
谷
　
篤

彦
根
菊
川
太
嗣

湖
東
尾
崎
孝
祐

14
彦
根
菊
川
太
嗣
湖
西
木
下
正
富
彦
根
福
原
裕
人
湖
西
梅
本
尚
志
湖
東

松
宮
  貢

湖
東
福
井
真
弘

湖
東
野
﨑
徹
也

15
湖
北
古
川
政
博
彦
根
姉
川
博
則
湖
南
横
江
良
之
彦
根
松
井
俊
郎
彦
根
林
　
雅
彦

彦
根
小
椋
大
輔

16
湖
北
伊
藤
美
喜
湖
北
一
居
博
樹

湖
北
大
村
悟
子
彦
根
上
田
洋
平

耐
震

判
定

評
価

委
員

会
滋

賀
県

ヘリ
テー

ジマ
ネー

ジャ
ー

協
議

会
滋

賀
県

空
き

家
管

理
等

基
盤

強
化

推
進

協
議

会
建

築
士

試
験

運
営

チ
ー

ム
湖
北
木
下
大
介

17
高
島
河
内
浩
喜

高
島
市
川
　
寛
湖
北
澤
　
昭
彦

委
員
長
高
田
豊
文
会
長
竹
田
久
志
会
長
山
本
勝
義

総
括
責
任
者

湖
北
小
森
正
章

山
 本
 勝
 義

18
湖
西
坂
田
徳
一
湖
北
西
堀
寛
子

副
会
長
柴
山
直
子

高
島
澤
村
幸
一
郎

主
   
   
任

19
高
島
内
藤
伊
知
郎

相
談
役

副
会
長
橋
本
慶
昭

福
谷
　
晃

高
島
山
原
統
太
彦
根
田
井
中
恭
子

福
谷
　
晃

20
湖
西
梅
本
尚
志
彦
根
河
島
明
美

湖
西
大
村
恭
二
郎
甲
賀
中
本
美
栄
子

21
相
談
役

湖
北
大
村
悟
子

湖
東
川
嶋
和
之

22
湖
南
野
邑
辰
治

彦
根
松
井
俊
郎

23
近
建
青

近
建
女

湖
北
本
田
真
司
高
島
市
川
真
理

24
湖
東
尾
崎
孝
祐
湖
東
河
島
美
智
子

彦
根
林
　
雅
彦
湖
東
小
川
　
慈

 
（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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平成29年度ソフトボール交流会　～会長杯～
　青年委員会は、スポーツを通じて地域会会員相互の親睦を深めること、また会員増強につなげることを目的にソフトボール交
流会を開催します。
　地域会単位を基本に、チームを結成し競技します。リーグ戦方式で予選２試合を行い、優勝戦と３位決定戦までの合計３試
合/チームとします。スポーツを通じて、イキイキとした交流を深めましょう！！
日　　　時：平成29年８月13日㈰　開会式９：30～終了16：30　※雨天決行
場　　　所：竜王町総合運動公園　ドラゴンハット
　　　　　　滋賀県蒲生郡竜王町岡屋3282番地　竜王ICから約４km（車で約５分）
申込締切日：平成29年８月４日㈮
申　込　先：公益社団法人　滋賀県建築士会　事務局　FAX. 077-523-1602
参　加　費：無料

青年委員会

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地　区　　　　　　　　　　　　　　　年　齢

連絡先
 ※取得した個人情報は、平成29年度ソフトボール交流会以外には使用致しません。

平成29年度地域会対抗ソフトボール交流会～会長杯～　参加申込書

青年委員会　　伊吹山登山御来光と自然にふれる　参加申込書

お申し込みはFAXにて… 公益社団法人 滋賀県建築士会 事務局〈FAX.077-523-1602〉
※お申込み頂いた個人情報は、本事業以外に使用いたしません。

会員・
会員外

お名前 参加家族名� 年齢　　　

参加家族名� 年齢　　　 参加家族名� 年齢　　　

携帯番号 FAX E-mail

　今回の事業では、伊吹山登山を行います。一合目より山頂を目指して登山を行い、御来光を拝みます。また、伊吹山特有の
高山植物や草花等の雄大な自然とのふれあいを楽しみながら、最後まであきらめない充実感をあじわい、会員相互の親睦と家
族間の絆を深めます。

開 催 日 時：平成29年７月29日㈯～７月30日㈰　23時45分～９時00分　※雨天中止
開 催 場 所：伊吹山　（集合場所　三之宮神社）
参 加 費： 建築士会会員・会員家族（高校生以上）	：２‚000円
	 　　　　　　　小人（小学生、中学生）	：１‚000円
スケジュール：23時45分　　　受付開始
	 24時00分～　　開会、登山開始	 ４時30分～　　山頂到着
	 ５時30分～　　下山開始	 ９時00分～　　終了解散
定 　 　 員：40名（定員になり次第締め切ります）
申 込 締 切：７月21日㈮

青年委員会 伊吹山登山御来光と自然にふれる
～夏休みの会員及び家族親睦～
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第27回 2017びわこペーロン 選手の募集＆応援のお願い
　女性委員会は、滋賀県建築士会のPRと、会員相互の親睦・団結を深め会員増強の一
助とする目的で、今年も、びわこペーロンに参加いたします。今回は、10人漕ぎ　混合の部（漕
ぎ手女性４名以上）　に参戦いたします。チーム名は「ゴーゴー！女性建築士☆with B」です。
　大会経験も６回目となりますので、上位入賞を目指して全力で挑みたいと思います。
　つきましては、漕ぎ手としてご活躍頂ける男性・女性を募集しております。また、今年は、
近畿女性建築士チームが参戦されますので、当日の応援もよろしくお願いいたします。
※選手の方にはお弁当をご用意させて頂く予定です。（1,000円当日徴収予定）
日　　　時：平成29年８月20日㈰　８：00～16：00　※雨天決行
場　　　所：大津湖岸なぎさ公園サンシャインビーチ
申込締切日：平成29年７月20日
申　込　先：公益社団法人　滋賀県建築士会　事務局
　　　　　　　FAX. 077-523-1602　　TEL. 077-522-1615

女性委員会

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男・女　　　年　齢　　　　　　（選手登録に必要です）

連絡先電話番号　　　　　　　　　　　　　　メールアドレス
※取得した個人情報は、2017びわこペーロン事業以外には使用いたしません。

2017　びわこペーロン　選手参加申込書

　青年委員会では、画像編集を学ぶ講習会を企画いたしました。建築パースを用いての画像編集や風景写真との合成・
編集方法について順を追って解説し、実務において活用できるテクニックを学びます。基本操作から解りやすく指導しま
すので、初めての方でも安心してご参加下さい。
※受講者様は、各自ノートパソコンをお持ちください。
　尚、ソフトをお持ちでない方は、受講に先立ち PhotoshopCCをダウンロードし準備をお願いします。古いバージョン
のPhotoshopをお使いの場合でもご参加いただけますが、一部機能が利用できない場合があります。無料体験版をご
利用の方は、７日間等の利用期間制限があるため講習会直前に準備をお願いします。
https://www.adobe.com/jp/downloads.html
日　　時：平成29年８月24日㈭　10：30～16：30（受付 10：00～）
会　　場：旧大津公会堂２階多目的室　大津市浜大津１丁目４番１号
参 加 費：建築士会会員　1,000円　　建築士会非会員　3,000円
定　　員：20名（先着順）　　　　　申込締切：８月18日㈮
滋賀建築士会HP　http://www.kentikushikai.jp/ 【参加申込】からもお申込み頂けます。
当日使用する画像素材データを送付させていただきますのでメールアドレスの登録をお願いします。

あーき塾

青年委員会

画像編集を学ぶ　建築ビジュアル講座

青年委員会　あーき塾　画像編集を学ぶ　参加申込用紙

お申し込みはFAXにて… 公益社団法人 滋賀県建築士会 事務局〈FAX.077-523-1602〉
※申し込み頂いた個人情報に関しましては、今回のあーき塾でのみ使用させて頂きます。

氏　　名
フリガナ

勤務先名称
フリガナ

連 絡 先
メールアドレス ⃝ 会　員

⃝ 非会員FAX番号

CPD番号 地　区　名
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滋賀の酒蔵・伝統と文化を訪ねて
第13回 有限会社平井商店 (大津市中央)

　写真は、表の木造蔵のすぐ奥に隣接する木造仕込蔵の1階内部である。1階
は目の行き届きやすい比較的小さな仕込タンクが並ぶ仕込場、2階は天井が
高く大空間の酒母場である。棟木に貼り付けられた板に明治二十五年の字が
見える。特に印象的なのは丸太のままの太い梁と垂木である。通常垂木は軒
桁に乗せられるが、ここでは垂木は柱に乗せられその上に軒桁が乗せられて
おり、この構造は3つある木造蔵の2つで見られる。また敷地形状によりL字形
をした平面もとても珍しい。商店街の中で密接し合う建物との取り合いの中
で生まれたこの蔵ならではの構造なのかもしれない。
代表銘柄：「浅茅生」「湖雪」� （前谷吉伸）

23 日 赤口 一級・木造建築士（学科）試験
24 月 先勝

25 火 友引 既存住宅状況調査技術者
講習「新規講習」

26 水 先負
27 木 仏滅
28 金 大安

29 土 赤口 近畿建築士協議会青年部「兵庫会議」
30 日 先勝
31 月 友引

12 水 大安
13 木 赤口 情報広報委員会
14 金 先勝
15 土 友引 全国女性建築士連絡協議会16 日 先負
17 月 仏滅 海の日
18 火 大安

19 水 赤口 既存住宅状況調査技術者講習「移行講習」
20 木 先勝
21 金 友引
22 土 先負

1 土 赤口
2 日 先勝 二級建築士（学科）試験
3 月 友引
4 火 先負
5 水 仏滅
6 木 大安
7 金 赤口 渉外事業委員会
8 土 先勝
9 日 友引
10 月 先負

11 火 仏滅 第1回定期講習第1回監理技術者講習

7月の暦

滋賀職能大（ポリテクカレッジ）からのお知らせ

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
〈厚生労働省所管〉近畿職業能力開発大学校附属

滋賀職業能力開発短期大学校（滋賀職能大）
www3.jeed.or.jp/shiga/college/

〒523-8510 滋賀県近江八幡市古川町1414

学務援助課 TEL：0748-31-2254
FAX：0748-31-2255

「オーダーセミナー」のご相談を承ります。
職場やグループ単位での独自研修会「オーダーセミナー」の企画立案のお手伝いをいたします。
下記「学務援助課」までお問い合わせください。

平成29年度 能力開発セミナー の予定
コース№ コース名 受講料 定員 実施日 講習時間帯
CH011 ネットワーク工程管理技術 ¥7,000 10 ７/12㈬、19㈬ 10：00～17：00
CH031 木造住宅における結露防止を考慮した断熱・気密工法 ¥7,000 10 ７/25㈫、26㈬ 10：00～17：00
CH021 実践建築一般図・詳細図作成技術（2次元CAD：AutoCAD編）　New ¥7,000 10 ８/２㈬、９㈬ 10：00～17：00
CH041 木造住宅の省エネ設計技術 ¥6,500 10 11/15㈬、22㈬ 10：00～17：00

各講座ともCPD認定プログラム申請コースです。
お申し込みは各コースとも開始日の1カ月前までです。お早めにお申し込み下さい。

講座の内容については	 http://www3.jeed.or.jp/shiga/college/business/seminar_h29.html
	 （電子パンフレット、建築･住宅関係コース、各講座の詳細へのリンクもあります）
ネットでの受講申し込みは	 http://www3.jeed.or.jp/shiga/college/business/seminar_form_mousikomi.html
受講申込書のダウンロードは	 http://www3.jeed.or.jp/shiga/college/business/pdf/H29/entry2017.pdf

賛助会員入会者名
社　名

彩橋建材工業有限会社


